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概要: 香りはエピソード記憶と強く結びついており，記憶想起を促すことが知られている．一方で，香
りは他の感覚に比べて言語化が難しく，その印象や体験を他者と客観的に共有することは容易ではない．
本研究では，予備的調査として，香り提示と記憶の言語化・共有を通じて，香りによる記憶想起の多様
性や，他者との比較による気づきの可能性を検討するワークショップを実施した．その結果，想起され
る記憶には個人差がある一方で，他者の記憶に対する共感や差異の認識といった相互理解も生じた．こ
れらの知見を踏まえ，本研究では，香りに関連するエピソード記憶の収集と共有を可能にするシステム
のプロトタイプを示す．
キーワード： 香り，エピソード記憶，嗅覚，嗅覚心理学

1. はじめに
香りは五感の中でも記憶との結びつきが特に強く，過去

の出来事や体験を想起させることから，その関係性を心理学
や神経科学の分野でも広く研究されている [1, 2]．例えば，
Herzら [1]は，嗅覚刺激が視覚や聴覚よりも記憶を鮮明か
つ情動的に想起させ，特にエピソード記憶との結びつきが
強いことを示した．ここでいうエピソード記憶 [3]とは，心
理学の領域において，個人が特定の時間的・空間的文脈に
位置づけられた出来事や経験に関する情報を保持し，その
経験に伴う感覚・感情・自己の知識と結びついた形で想起さ
れる記憶である．したがって，本研究においてもエピソー
ド記憶は，時間・空間の文脈や自己の視点を伴う主観的な
経験の記憶という意味で用いる．
また，香りと記憶の関係性を創作や対話に応用する実践

的な研究も展開されている．たとえば Cámara Leretら [4]

は，香りを契機としてエピソード記憶を想起・表現するワー
クショップを実施し，香りが共感や創造性を促進するコミュ
ニケーション媒体として有効に機能することを示した．
しかしながら，香りの言語化には依然として高い抽象性

と個人差が伴っており，その主観的記述を他者と比較・解
釈することには課題がある．特に，複数人の香りに基づく
エピソード記憶を横断的に整理・可視化し，共通点や差異
を俯瞰的に把握する枠組みは未だ十分に確立されていない．
本研究ではまず，香り提示とそれに伴う記憶の言語化・共

有のプロセスを検討するワークショップを実施し，香りに
対する主観的印象や記憶想起の傾向，他者との比較体験に
関する予備的な調査を行った．これらの結果を踏まえ，香
りに紐づくエピソード記憶を収集・共有するためのシステ
ムの構築を目指す．

2. 香りに関する記憶の予備調査
2.1 ワークショップの概要
本研究では，香りから想起される記憶を収集・共有する

提案システムを構築するための手法を模索する予備的調査
として，対面形式のワークショップを行った．用意した香
りは表 1の 8種類である．
今回は香りの種類と想起する記憶の関連性を確認するた

めに，空間に香りを付けるために使われるアロマエッセン
ス，人の身体を香り付けるための香水，食べ物に香りを付
けるための食用香，日常生活の中にある実物の香りの 4つ
のカテゴリから 2種類ずつ用意した．これらの香りはいず
れも試験紙に浸み込ませ，コルク栓付きのガラス瓶に封入
した（図 1）．
ワークショップの流れは表 2に示す通りである．ワーク

ショップの所要時間は約 1時間であり，はじめにワークショッ
プの概要を説明するとともに，アンケート用紙を配布した．
続いて，事前に用意した 8種類の香り刺激を各参加者に提
示し，それぞれの香りから想起されるエピソード記憶をア
ンケート用紙に記入してもらった．その後，参加者同士で
記入内容を共有し，互いの記憶に対してコメントを述べて
もらった．最後に，ワークショップに関する感想を参加者
に尋ねた．
ワークショップは東京都立大学日野キャンパスの研究室

にて行われた．実施は対面形式で行い，共著者を含む参加
者 4 名（30 代女性 2 名，20 代女性 1 名，20 代男性 1 名）
が同時に参加した．参加した参加者には P1～P4 の ID を
付与した．ワークショップの記録には，録音・録画および必
要に応じて手書きによるメモを用いた．
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表 1: 提示した香り情報

香り名 香りカテゴリ
サボン 香水
キンモクセイ 香水
ペパーミント 食用香
ココナッツ 食用香
サンダルウッド アロマエッセンス
ヒノキ アロマエッセンス
ガソリン 日常の香り
蚊取り線香 日常の香り

表 2: ワークショップの流れ

手順 内容
はじめに (5

分)

・ワークショップの流れの説明
・アンケート用紙を配布

8種類の香り
の提示 (15分)

・各参加者に 8種類の香りを嗅
いでもらう
・各それぞれの香りに対してア
ンケートを記入してもらう

香りから想起
される記憶の
共有 (30分)

・アンケートに記入した内容を
発表してもらう
・共有されたエピソード記憶に
対するコメントを収集する

おわりに (10

分)

・ワークショップに対する感想
の収集

2.2 香り体験に関するアンケート設問
香りから想起される記憶を収集するため，アンケートに

は以下の項目を用意した．
各香りを提示した後，参加者は以下の項目に関するアン

ケートに記入した．

• Q1：香りによって記憶が想起されたか（Yes / No）
• Q2：想起された記憶の内容（自由記述）
• Q3：想起された記憶の鮮明さ（1～5のリッカート尺度）
• Q4：(Q1で Yesの場合）想起された記憶に関連する
感情（自由記述）

• Q5：香りに対する好意度（5段階評価）

まず，各香りについて記憶が想起されたかを Yes ／ No

形式で回答してもらった．何らかの記憶が想起された場合
には，その内容を自由記述形式で記入してもらった．さら
に，その記憶を想起した際の感情を記述してもらい，記憶
の鮮明さについては 5 段階評価で評価してもらった．また，
香りに対する好みによって記憶の鮮明さが影響を受ける可
能性があると考え，最後に各香りの好みに関する評価も併
せて取得した．

2.3 ワークショップの結果
ワークショップの結果を表 3に示す．香り提示は合計 32

回（8 種類× 4 名）行われ，そのうち 30 回において「記憶
が想起された」と回答が得られ，記憶が想起できなかった
のは 2 回に留まった．最後に口頭で参加者に対し，以下の
2 点を聞いた．

• 最も記憶が想起された香りはどれでしたか？（複数回
答可）

• ワークショップ全体を通じての感想を教えてください

その結果，最も記憶が想起された香りとして，ヒノキ（2

名），サンダルウッド（2名），キンモクセイ（2名），ペパー
ミント（1名），ガソリン（1名），サボン（1名），蚊取り線
香（1名）が挙げられた．
ワークショップの感想としては，“複数人で記憶を語り合

うのは楽しかった”，“同じ香りでも内容や鮮明さに大きな個
人差があり，それを知る機会が普段ないので嬉しかった”，
“どの香りからも思い出が浮かび，当時の出来事が次々と思
い出された”といったフィードバックを得ることができた．
2.4 ワークショップの考察

8種類の香りに対し 4名の参加者が回答した計 32回の提
示のうち，30回において記憶の想起が確認された．この結
果は，香りが記憶を呼び起こす有効な手がかりとなり得る
ことを示唆している．中でも「アロマエッセンス」に分類
される香り（サンダルウッドおよびヒノキ）は，4名全員が
記憶を想起したと回答し，記憶の鮮明度についても平均的
に高い数値が得られた（図 2）．
表 3に示すように，エピソード記憶が想起された事例が

ある一方で，香りが個別の物品や食品（例：プリンなど）の
匂いを想起させるにとどまり，具体的なエピソード記憶には
結びつかないケースも一部に見られた．これらの違いの要
因については，本ワークショップの範囲内では明確に判別す
ることは困難であった．今後さらなる事例収集と分析が必
要である．また，香りごとの想起内容には個人差が大きく，
ペパーミントの香りのように複数名が似た経験を想起した
が，全く異なる出来事が挙げられた香りもあった．よって
香りを分類する基準や方法についても，さらなる事例収集
と分析が必要である．
回答の共有セッションでは，「わかる」「私もそれ」といっ

た共感的な応答や，「私は全然違った」といった認識の違い
を示す発言が交わされた．
例えば，「ペパーミント」の香りに対しては，「焼肉屋で

もらうガムの味」「歯医者で使用された歯磨き粉」など，異
なる記憶を挙げた参加者同士が「それもわかる」といった
応答を交わす場面が見られ，他者の香りに対する認識に対
して相互理解が促されている様子が確認された．
他にも，「サンダルウッド」の香りに対しては，「子供の

頃，実家のお風呂で入浴剤を入れていた時の記憶」，「ドイツ
出張の時に泊まった素敵なホテル」，「おばあちゃんの家」な
ど，特定の空間と結びついた記憶が挙げられた．これらは提
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表 3: アンケートの回答の一部

参加者 ID 香り名 鮮明度 回答
P2 キンモクセイ 4 最近行ったデパートの化粧品フロア．
P1 サンダルウッド 5 ドイツ出張の時に泊まった素敵なホテル
P3 サンダルウッド 5 子供の頃，実家のお風呂で入浴剤を入れていた時の記憶
P4 サンダルウッド 5 おばあちゃんの家にあった金属製の容器に入ったベビーパウダー
P1 ヒノキ 4 子供の頃の実家の押入れの匂い
P3 ヒノキ 5 大阪万博で資生堂が出展していた匂いの展示
P2 ペパーミント 4 小学生の頃，焼肉屋に行った後にもらえたガム
P4 ペパーミント 4 歯医者さんでもらった歯磨き粉かマウスウォッシュを思い出した
P1 ガソリン 4 おじいちゃんの家でストーブの前にいる自分

図 1: ワークショップの様子

図 2: 香りの種類と記憶の鮮明度

示された香りのカテゴリと一致する記憶であったと解釈で
きる．一方で，これらの記憶が実際の体験に基づくものか，
香りによって新たに構成された想起（想像）が含まれている
のかを明確に判別することは困難であり，香りが記憶の再
生だけでなく再構成にも関与している可能性が示唆された．
ワークショップ後のインタビューでは，他者との比較を

通じて新たな気づきを得たという発言が多く見られた．こ
のことから，香りによる記憶想起という主観的な体験が，他
者の記憶に触れることによって共通点や相違点への気づき
を生み出し，記憶の意味づけや再解釈を促す契機となって
いる可能性が示唆された．

3. 提案システム
3.1 コンセプト
本ワークショップを通じて，香りがエピソード記憶の想

起を促す有効な手がかりとなり得ることが確認された．そ
こで，より多くのエピソード記憶を継続的かつ体系的に収
集するためには，それを支援するシステムの構築が必要で
ある．
そこで本研究では，図 3に示すような一連の体験を可能

にするシステムを提案する．まず，体験者が用意された香
りを嗅ぐことで，過去の記憶を想起する．次に，想起され
た記憶の内容を自由記述形式で入力してもらい，より多様
なエピソード記憶の収集を図る．
さらに，他者が香りに関連づけて記述したエピソード記

憶を閲覧できるようにすることで，他者との香りに対する
共通点や相違点に気づく機会を提供する．これにより，香
りにまつわる体験を，他者の視点を通して相対的に捉える
ことが可能になると考えられる．また，付随的な効果とし
て，香りにより想起されたエピソード記憶を言語化すると
いう行為自体が，香りに対する意識を高める契機となるこ
とも期待される．
3.2 システム構成
香り提示には，香料を浸み込ませた試験紙をコルク栓付き

のガラス瓶に封入したものを使用した．ユーザは任意のタ
イミングで瓶の栓を開けて香りを嗅ぐ．本研究のシステム
では，異なる香料が封入された複数の瓶が iPad上に並べら
れ，各瓶には識別用の番号が付されている（図 4）．ユーザは
任意の瓶の香りを嗅いだ後，対応する番号を選択し，それに
関連する記憶をアプリ上で記述する．このような香り提示
と記述入力の対応づけの設計は，香りと言語体験を結びつけ
る既存の取り組みである「KAORIUM」（SCENTMATIC

社）の体験設計を参考にしている [5]．
記憶の記述・共有は，Unityで開発した iPadアプリケー

ション上で行う．各香り瓶には識別番号が付されており，
ユーザは対応する番号を選択して記憶を記述する．記述内
容は他のユーザにも公開され，5段階の共感度判定が可能で
ある．各記述には判定の平均値（星印）と判定数が表示さ
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れ，内容への共感傾向を視覚的に把握できる（図 5）．

図 3: コンセプト図

図 4: 実装システムの外観

図 5: 共感度を入力するインタフェース

4. おわりに
本研究では，香りに紐づくエピソード記憶を収集・共有

するためのシステムの構築を目的とし，まず香りに関する
記憶の予備的な調査を行った．その結果，香りを通じて多
くのエピソード記憶を喚起し，収集できることが明らかと
なった．
この結果を踏まえ，より多くのエピソード記憶を継続的

かつ体系的に収集するためのシステムを提案した．現在は
システムの開発を進めている段階であり，今後はこのシス
テムを用いてさらに多くのエピソード記憶を収集し，記憶
内容のクラスタリングなどの分析を通して，香りに対する
解像度を高める体験の構築を目指していく．
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